
 

青木村子どもはつらつネットワーク通信 

 令和７年度 第２４５号 ４月１日 

 青木村子どもはつらつネットワ―ク 

 

  2 月７日(土)～８日(日)に「信大 YOU 遊未来・青木」恒例の『冬の大三角』が

行われました。信州大学３１名、県立大５名と、小学生２５名が参加しました。皆

さんの感想をお伝えします。 

 

 

 

★大学生の感想★ 

♦学生部としての活動参加が終了しました。多くの活動に参加する中で、子どもの成長を目の

当たりにし、私自自身は何ができるようになったかと考えました。協力してくださる保護者

様や教育委員会の方々、地域の方々に支えられ、未熟な大学生たちも教育者として成長して

きたのだと思います。子どもたちの空間作りがいつの間にか大学生に

とっても居場所のような空間になっている、私にとって居心地の良い

空間でした。そんな空間にまだ居たいという気持ちと、自分の学びの

深化のために、来年度は院生として参加させていただきます。今後と

もよろしくお願い致します。 

 

♦１年生が参加するのは珍しいとのことで、その貴重な機会に参加させていただけて非常に有

難かったです。こんなに小学生と遊ぶ機会は滅多にないですし、実習前に関わり方を模索す

る時間が取れて良かったと感じています。子どもも学生も距離が近く、初参加の私でさえそ

の輪の中に入れるような暖かい空間で、

とても楽しみながら活動に取り組むこと

ができました。次年度以降も活動が続け

られるように前向きに参加し続けていき

たいと感じました。 

 

♦２日間通して非常に楽しい活動にするこ

とができたのではないかと思う。子ども

たちはもちろん学生が笑顔でいる時間が

多くあったように感じる。これは非常に

大切なことであるということに気がつく

ことができた機会だった。 「教師自身楽しむことが大切」とはいうが実践すること難しいと

思うし、言うのは非常に簡単だとも思う。しかし今回の企画を通して達成できていたように



 

思う! 自分がこれから引き継ぐ青木はこれからもそれを

続けていきたい！ 

 

♦初めての参加で、右も左も分からない状態でしたが、

子どもたちと一緒にイベントを楽しむことが私自身の

中でも目標だったので、子どもたちと仲良く交流できて良かったです。どんなふうにしたら

子どもたちが楽しんでくれるかな？と思いながら企画準備をする時間も楽しくて、自分が小

学生だった頃、このような企画に参加していた大学生の立場にたってみると、学ぶものがま

だまだ沢山あるなと感じました。冬の大三角を通して青木っ子の子どもたちがまた来たいと

思う活動になるよう、次回参加する機会があれば頑張りたいです。 

 

♦信大生との活動は今回で 3 回目と少ないですが、とて

も良い刺激をもらえました。今回の活動で青木小学校の

子どもたちをより知ることができ、また、信大生の子ど

もとの関わり方からも多くを学ぶことができました。私

が専門的に学んでいるものは乳幼児のことが中心です

が、その後の児童期のこともこのような小学生たちとの

関わりから学んでおくことで、さらに子どもについての

理解が深まると感じます。まだ経験は浅いですが、今後

も機会を大切に、積極的に学びを深めていきたいと思い

ます。 

 

♦私は他の学生と違い繊維学部なので、教育学部のみんな

ほど子どもたちとの接し方や対応には自信がなく、２年

生の時初めてこの活動に参加した時はとても不安でした。しかし、学生はもちろんのこと青

木の小学生たちが快く受け入れてくれて、初めましての子でも積極的に声をかけてくれる様

子を見た時に、とても感動してしまいました。私自身、小学生の時に大学生と触れ合う機会

がたくさんあり、そのような活動に大学生になったら参加出来たらいいなと思っていたので、

3 年間皆さんと活動ができて本当によかったです。今回の企画で、5・6年生が泣いている姿

をみて、彼女らにとって、とても思い出に残る活動だったのかなと嬉しく思いました。来年

以降は大学院生として参加することもあると思いますが、より一層子どもたちに寄り添える

ようにしていきたいと思います。 

 

♦1 年間役員を務めさせていただきました。不安なことば 

かりでしたが、活動では、みんなが楽しめるゲームを考 

えたり、誰でも食べられる料理の内容を工夫したりと、 

「参加してよかった。」と思ってもらえる企画づくりを 

意識しました。ルールが難しすぎないか、準備は安全か、



 

初めて来る子でも入りやすい雰囲気かなど、大学

生同士で話し合いながら準備ができたと思いま

す。当日は思うように進まないこともありました

が、子どもたちが笑顔で取り組んでくれたり、「楽

しかった。」と声をかけてくれたりしたことが何

より嬉しかったです。継続して参加してくれる子

も多く、活動の積み重ねの大切さを実感しました。この 1 年間を通して、企画する側の難し

さと楽しさを学ぶとともに、仲間と協力することの大切さを改めて感じました。今後もこの

経験を生かしていきたいと思います。 

 

♦今年で 2回目の参加の大三角でした。去年と比べて子どもがかなり成長しており、子どもの

成長の早さを実感することができました。このような子どもの成長を直に体験できるのはこ

こしかないと思うため非常にいい経験だと思いました。 来年からは役員となるため、子ども

がどのようなものを求めているかなどを考えながら企画したいです。 

 

♦どの企画も子どもたちの

笑顔がたくさん見られる

ものになっていた。また、

大学生も一緒になって楽

しめるものがほとんどで、

大学生と子どもが年齢や

立場を超えて関わり合う

ことができる貴重な時間

だったと感じました。 

 

♦長野県立大学の学生ですが、ハロウィン企画から 3 回参加させていただき、とても感謝して

います。専門が幼児教育なので全然違う難しさもありましたが、

小学生のエネルギッシュな部分からたくさんパワーをもらいまし

た。普段のサークル活動では体験できないことをたくさん経験で

きて楽しかったです。ありがとうございました。 

 

♦子どもより学生の人数が多い状況でしたが、役割分担や関わり方を工夫することで、子ども

も学生も主体的に楽しめる活動になっていたと感じました。私自身も多くの学びを得ること

ができました。 

 

★子どもたちの感想★～楽しかったこと、思い出に残ったこと～ 

♥ごはんをみんなで食べれてよかったです。 



 

♥ごはんを作ったり、はいぜんをみんなで

できてよかったです。 

♥学生と遊んだり、話したりできてよかっ

たし、楽しかった。 

♥きもだめしで班のみんなでまわったこと。 

♥おふろにみんなでいったこと。 

♥自分たちでお店をやったことです。最初

から最後まで全部自分たちでやって楽しかったけど、準備が結構たいへんで大学生がいつも

準備などいろいろ大変なことをしてくれているんだなと思いました。 

♥冬の大三角では、みんなでお店を作って回ったり、仕事をしたこと、夜ふかしをしたこと、

仲の良い子と班になれたことがとても楽しかったし、最後の最高の思い出になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度前期はつらつネットワーク参加団体活動計画表を作成い

たしました。日程をご確認いただき、是非積極的にご

参加いただけたらと思います。詳細は、各団体の代表者または教育委員会 

（４９－２２２４）へお問い合わせください。 
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